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道路照明灯減灯の試行に関するアンケート結果について

～ アンケート結果を踏まえ道路照明灯の減灯を継続します ～

９月上旬より道路維持管理費の縮減の取り組みとして実施（試行）し
ていました照明灯の減灯について、１０月の約１ケ月をかけて道路利用
者からのアンケート調査※を実施した結果についてお知らせします。

なお、アンケート結果を踏まえ、磐城国道事務所では道路照明灯の減
灯（試行）をしばらく継続することにしましたので、引き続きご理解・
ご協力をお願いします。

※ 道の駅 、トラック協会 、バス会社 、自治体 等 で調査 (回答数 ３０５名）
☆走行してみて感じたことは

①とても暗く感じた人は ５％
②少し暗く感じた人は ２２％
③まだ明るく感じた人は ２１％
④特に変わらない人は ３９％

☆この取り組みについての感想は
①現状を踏まえやむを得ない・良いと回答された人は８０％

・エコでよい
・現状を踏まえてやむを得ない
・安全性が確保出来る範囲であれば管理費縮減は良いと思う 等

②悪いと回答された人は６％
・交通事故の発生が高まる可能性がある
・なるべく明るい方がよい
・安全上好ましくない 等

③分からない・無回答と回答された人は１４％ でした。

また、暗く感じた場所としてあげられました上荒川トンネルを当事務所であら
ためて実走調査しました。その結果、照明灯の電球切れが見つかりましたので
球交換しました。
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